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Ⅴ．部門の活動状況

２．外来看護科　Ⅰ

１．概要　
　救急車や Walk in で来院される患者の病状変化

に迅速に対応できるように、トリアージ能力の向

上、急変時の対応のためのＢＬＳ、ＩＣＬＳの研

修を実施し技術の習得に努めました。外来エリア

での不測の状況を見のがさず治療につなげられる

ように、ＥＲでの対応基準を新たに設定しました。

また、緊急での内視鏡処置、放射線検査が円滑に

実施されるように職員の育成と体制の確保を実施

しました。今年度は大規模災害を想定したトリアー

ジ訓練を実施しました。

２．スタッフ
　看護師：20 名　　准看護師：８名

３．業務内容
救急室・内科急患：救急対応、外来診療で発生す

る検査、処置、入院の対応、造影ＣＴ

内視鏡室：上部・下部内視鏡検査、大腸ＥＭＲ、

ＥＳＤ等の検査、緊急内視鏡の対応

放射線科検査：ＣＡＧ、アンギオ、ＴＡＥ、気管支鏡、

ＰＴＣＤ、ＥＲＣＰ、緊急検査対応

４．教育研究活動
第 14 回全国民医連消化器研究会　演題発表

第 44 回埼玉県消化器内視鏡講習会　参加

第 45 回埼玉消化器内視鏡講義講習会　内視鏡機

器取扱い講習会　参加

第 71 回日本消化器内視鏡技師学会　参加

第 19 回消化器内視鏡技師研究会　参加

ＰＥＧ・瘻孔の管理　参加

日本救急看護学会セミナー　「救急トリアージと

フィジカルアセスメント」　参加

看護協会　「臨床における救急医療の実際」演題発表

とができました。病院と訪看や施設などの連携の

大切さ、必要性についても学びました。主任以上

のキャリ３研修では、「ＳＤＨが不健康や健康格差

につながる確かな事実（ソリッドファクツ）」につ

いて、事例を通して深めました。そして、学術運

動交流集会と看護学会で、卒後３年目が「生活と

労働の中から疾患を捉える」研修での実践報告を

行いました。

　キャリ４の看護長研修では、キャリア４研修で

は、「いのちと健康を守る全国センター交流集会」

に参加し、「生活と労働の中から疾患を捉える」こ

との重要性を学びました。ＳＤＨの視点からの取

り組みは、法人理念や医療生協の健康観を体現化

する取り組みとして促進させる必要があります。

　地域連携では 2013 年から地域の退院調整看護

師同士の連携会議を毎月開催することになり、地

域統一の退院総括や在宅退院時の薬剤等について

話し合いを行っています。2014 年より在宅復帰率

が診療報酬で求められるようになり、ますます退

院調整力が重要となってきます。

　残念なことに、ＱＩで褥瘡発生と転倒転落数が

増えています。有効な手立てを取ることが不足し

ています。次年度の課題となります。

　看護活動を大学生や看護学生の実習やインター

ンシップで “ 見える化 ” したことで、看護師確保

にもつながり、今までで最高の助産師３名、保健

師 13 名、看護師 16 名を確保し 14 卒が 42 名の

入職となりました。

２．スタッフ
保健師、助産師、看護師、准看護師、介護福祉士、

サポートスタッフ

３．業務内容
病院看護業務全般、地域の健康相談、健診業務、

子育て支援

４．2013 年度活動
　2013 年４月より緩和ケア病棟開設の為に病棟編

成を変更しました。一般内科病棟を４病棟から３

病棟にしたことで、入院数が減少する懸念があり

ましたが、クリニカルパスの変更や退院調整研修

などから在院日数 13.1 日と 0.2 日減少させ、１ヵ

月内科入院数 321 名と入院数は前年を維持してい

ます。内科病床はいずれも 90％以上の稼働率であ

り、奥の部屋にも介護度が高い患者様の入院に挑

戦し、救急の受け入れを行いました。

　がん分野では、2013 年４月より緩和ケア病棟を

24 床で開設しました。12 月には全県の看護師支

援をいただき、施設基準の届出をし緩和ケア病棟

入院料の算定を開始しました。緩和ケア病棟には

緩和認定看護師を配置し、緩和ケア外来も開始し

ています。また、キャンサーボードはがん化学療

法認定看護師が中心となり、乳腺科、消化器外科、

消化器内科、呼吸器内科で検討が開始されていま

す。新たな認定看護師として乳がん認定看護師が

誕生しました。

　看護副部長中心に職場でＨＰＨの取り組み課題

が明確になり、１職場１ＨＰＨに取り組み、実践

を行いました。ＨＰＨの届出を 11 月に行うこと

ができました。

　また、キャリア１卒後３年目研修で、まち歩き

と地域包括ケアの講義を受けたことで、退院支援

している患者様が実際地域でどのような支援が行

われているのか、また患者様の置かれている生活

背景にはどのような社会情勢があるのかを知るこ

１．看護部

１．概要　
　医療福祉生協の看護師は、地域の人々が何もの

にもかえがたい「いのちと健康」を守り、地域の人々

と一緒にその人の健康をつくり増進することを目

指しています。埼玉協同病院看護部は理念を、「う

み育てみとる看護」とし、いのちのはじまりから

最期の瞬間まで、住みなれた地域で、病気や障害

を持ちながらも、その人らしい生き方を支援しつ

づけたいと思っています。

　看護のフィールドは、いのちを営みつづける

「地域」です。健康のあらゆるステージにかかわり、

よりよく生きたいという願いを、地域の人々とと

もに “ かたち ” にすることにプロとしてこだわり

つづけています。

　私たちは、医療の質を向上させ、安全な看護を

提供することを常に考えています。そのために、

患者様を中心に多様な職種が自分たちの知識や専

門能力を生かしチーム医療を行うことで、質の高

い医療が提供できると考えます。そこでの看護師

の役割は、患者様の立場に立ち、患者様の要求か

ら出発し、それぞれの他職種と患者様の情報を共

有し、その時その時に最良の医療・看護が提供で

きるよう、看護師は “ キーパーソン ” としてその

役割を発揮する立場にあると考えます。

　また、医療生協さいたまのセンター病院として、

看護師を育成することも求められています。その

ために、一人ひとりがやりたい看護を追求し、な

りたい看護師を目指すためのキャリア開発と教育

体制を整備しています。組織として認定看護師育

成や研修会への参加支援も行っています。個人目

標を持ち、キャリアプランを明確にし、組織が支

援することで、自立した看護師の育成につながり

質の高い看護が患者様に提供できると考えていま

す。
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・埼玉県内視鏡技師研修

・埼玉看護協会災害支援ナース実務研修　

・第 51 回癌治療学会学術研修

・マネージメント基礎研修　

・日本皮膚科スペシャリティーナース講習会参

加

５．その他
・首都大学東京健康福祉学部パネラー講師活動

・地域健康相談・班会活動

４．外来看護科　Ⅲ

１．概要
　整形外科・外科・眼科・耳鼻科・皮膚科・泌尿器科・

化学療法室（８床）の７つの分野を担当していま

す。患者会「ひまわりの会（乳がん）」「卯月の会（ス

トマ）」の２つの患者会の運営に携わり、患者へ寄

り添い身近な看護師としての役割を担っています。

　2013 年度からキャンサーボードを設置し、乳腺・

呼吸器内科・消化器内科・外科の４つの分野で専

従薬剤師と連携を図りながらチーム医療に力を入

れています。

２．スタッフ
看護師：21 名（がん化学療法看護認定看護師１

名含む）、准看護師：９名

３．業務内容
整形外科：骨折・股関節の手術前の管理　骨粗鬆

症の生活指導　腰痛体操

外科：がん患者の手術や消化器の手術全般の管理

乳腺外来：切創処置　

眼科：花粉症　白内障手術　視力・眼底・眼圧検

査　レザー治療　視疑検査

耳鼻科：経鼻咽頭鏡検査　花粉症　慢性副鼻腔炎

　吸入指導

皮膚科：アトピー皮膚炎　尋常性乾癬　ケミカル

ピーリング／イオン導入治療

泌尿器：膀胱炎　排尿障害　前立腺腫瘍　膀胱鏡

検査　骨盤低筋体操　自己導尿指導

化学療法室：化学療法（日帰り）ポートフラッシュ

　輸血療法

４．教育研究活動
・埼玉民医連学術・運動交流集会演題発表

・埼玉民医連看護学会演題発表

４．教育研究活動
・埼玉民医連学術・運動交流集会演題発表

・埼玉民医連看護学会演題発表

・禁煙アドバイザー講習会参加、禁煙支援士２

名取得

・禁煙科学会学術集団会参加

・糖尿病療養指導学術集会参加、カンバセーショ

ンファシリテーター実施資格取得

・糖尿病重症化予防（フットケア）研修参加　

診療報酬算定の為の修了証取得

・日本糖尿病教育・看護学会参加

・川口糖尿病カンファレンス演題発表

・埼玉県特定保健指導スキルアップ研修会参加

・糖尿病学の進歩参加

・終末期在宅支援学術集会参加

３．外来看護科　Ⅱ

１．概要
　慢性疾患を中心とした専門外来エリアと健康増

進センターの２つを受け持っています。専門外来

では、精神科デイケア、糖尿病フットケア・透析

予防指導・糖尿病教室・禁煙外来・看護外来など

を受け持ち、外来看護師の専門性を発揮していま

す。また終末期支援に取り組み、在宅診療や緩和

ケア病棟への橋渡しやエンド・オブ・ライフケア

にかかわっています。

　健康増進センターでは保健師を中心に個別の特

定保健指導の実施や保健指導教室の開催を行って

います。最近では事業所の職場診断も手がけるよ

うになりました。日常の健診業務は院内・出張健

診をこなしています。

２．スタッフ
　保健師：６名、助産師：１名、看護師：７名

　（糖尿病療養指導師４名含む）、　准看護師：１名

３．業務内容
専門外来エリア：各専門外来介助・看護外来（ク

リニカルパス及びチェックリストの説

明、検査説明、インスリン及びＳＭＢ

Ｇ導入指導、血糖パターンマネジメン

トなど）、糖尿病フットケア、糖尿病

透析予防指導、糖尿病教室主催、禁煙

外来、精神科デイケアを担当。

看護面談（終末期支援、問題を抱える患者への面

談など）

健康増進センターエリア：院内健診業務（採血、

問診など）、日曜健診業務、巡回健診

特定保健指導（積極的支援、動機付け支援）、保健

指導教室開催、職場労働安全巡視

班会や健康に関するイベントへの参加
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会を実施｡

　年２回開催されている埼玉県手術室情報交換会

へ出席しました。

・2013 年度埼玉民医連運動交流集会　演題発

表（１演題）

・2013 年度全国民医連運動交流集会　演題発

表（１演題）

・2013 年度医療生協さいたま看護学会　演題

発表（３演題）

６．手術看護科

１．概要　
特徴、特色

　埼玉協同病院手術室は、消化器外科・整形外科・

産婦人科・泌尿器

科・眼科・呼吸器

外科・乳腺外科の

７科の手術を行っ

ています｡ 手術室

は全部で５部屋あ

り、そのうちの１

室がＢＣＲ（バイ

オクリーンルーム）

です。

２．スタッフ
手術室長　麻酔医西川医師　麻酔医：２名

外科医師：８名　整形外科医：３名

泌尿器科医：１名　産婦人科医：６名

眼科医：１名　看護師：13 名　准看護師：１名

看護助手：４名　事務：２名　ＡＷ（委託業者）

14 名

３．業務内容
・各手術への対応。器械出し業務・外回り業務

を行っています｡

・手術機器の洗浄・滅菌を行っています。

・麻酔外来での問診と手術・麻酔説明を行って

います。

 2013 年度麻酔外来総数　1338 件

・術前・術中・術後訪問を行い、術前から術後

まで継続して看護を行っています。

４．教育研究活動
　年間教育計画に基づき、年 12 回の部門内学習

５．教育研究活動
　日本看護協会看護学会学術集団会

　埼玉アクセス研究会

　血液浄化療法基礎セミナー

　全国腎疾患管理懇話会（演題発表）

６．その他
　糖尿病、ＣＫＤの通院患者や家族を対象に、第

１回腎臓病教室を開催しました。

５．透析看護科

１．概要　
　当院の透析室は 26 床で入院透析と外来維持透

析を行っており、入院患者では、糖尿病外来や腎

外来からの透析導入が多く、他疾患での入院が必

要な透析患者様に対応しています。患者様のみな

らず、ご家族とも連絡をとりあい、患者様が安心

して透析治療を受けられＱＯＬの向上に努めてい

ます。７月に透析機器を 25 台更新しました。そ

れまでは 30 床で運用していたため、患者数を減

らすことなく午後透析を開始しています。

２．スタッフ
　担当医師（腎臓内科・糖尿病医師）：４名、看護

師：５名、准看護師：４名、臨床工学技士：11 名

（ＭＥ科、医療機器管理業務を兼務）

３．業務内容
　午前透析コース　月・水・金　　火・木・土

　午後透析コース　月・水・金

　毎日の回診は曜日により担当医師が決まってお

り診察しています。

　毎日透析終了後には、その日の全患者について

のミニカンファレンスで、問題点と次回の対応に

ついて話し合っています。毎週水曜日には他職種

参加での合同カンファレンスを開催しています。

　シャント狭搾の患者には１泊入院でＰＴＡを

行っています。

　技士は病棟での緊急透析に備え、交替で待機の

体制をとっています。

４．透析件数
　外来患者数　約 49 名

　入院患者数　20 名前後

　年間透析件数　9144 件
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９．Ｃ３病棟（産婦人科）看護科

１．概要
　産科と婦人科の混合病棟です。妊娠・出産・産
後という周産期の女性や家族へのケアを中心とし
ながら、誕生したばかりの新生児からご高齢の方
まで、女性のライフサイクルに深く関わる部門と
して活動しています。総合病院の産婦人科という
特徴から、内科疾患（精神疾患・甲状腺疾患・妊
娠糖尿病など）を合併されていたり、社会的背景
が複雑な妊産婦も少なくありません。他部門や他
職種、地域とも連携しながら幅広く活動しています。

２．スタッフ
　助産師：25名　看護師：３名　准看護師：１名
　産婦人科外来と病棟の両方を、助産師・看護師
で担当しています。

３．業務内容
　　2013年度分娩件数：484件
　　うち帝王切開：96件（19.83％）
　婦人科では周手術期の患者様や切迫流早産で安
静入院の患者様のケア、2013年度は女性の眼科手
術患者34件、他科女性患者9件の受け入れを行い、
看護活動の幅が広がってきています。

４．教育研究活動
・全日本民医連学術集会「妊娠期からの虐待予

防」

・母性衛生学会　ポスター発表

・埼玉県看護協会「新人助産師養成講座」講師

派遣

・「命の授業」講師活動

５．その他
　助産師・看護師とも得意分野を伸ばしながら、

８．Ｃ２病棟看護科

１．概要
　消化器疾患の患者様を対象に医療の提供を行っ

ています。内視鏡検査や治療目的の患者様を多く

受け入れています。

２．スタッフ
　保健師：７名　　看護師：26 名

３．業務内容
　消化器を中心とした内科疾患の患者様に対して、

医師・看護師・コメディカル（ＰＴ、ＳＴ、ＯＴ、

栄養士、ＭＳＷ）とチーム医療を展開し、患者様

の生活の質の向上（ＱＯＬ）に努めています。内

視鏡検査・治療目的の患者様も多く、入院数の

多い大腸ポリープ切除術（ＥＭＲ）は 2013 年度、

385 件の受け入れを行いました。稼働病床は 48

床で、患者様の個々に応じた安全で安心な医療提

供をめざしています。

４．教育・研修・研究活動 
・第 14 回全国民医連消化器研究会　演題発表

　「緩和ケアにおける一般病棟看護師の現状

と課題」

【研究活動取り組み】

　第２回埼玉民医連学術運動交流会２演題発表

・「私たちの医療安全の取り組み」

　　医療安全の取り組みでは「ひやりハット報

告」を強化してきました。医療安全の基礎を

学び、医療強化月間に取り組み、職員のひや

りハットに対する意識向上や予防処置の考え

方の理解を深められました。

・「それいけＨＰＨ・看護サポート若返り大作戦」

　　ＨＰＨでは職員の意識を高め自らが楽しん

でＨＰＨに取り組み、みんなで元気に働き続

けることをテーマに毎朝、ストレッチを実施

し基礎体力の維持向上に努めています。また

地域の方にも健康であり続けていただくため

に支部運営委員会で取り組みを発表しました。

７．看護サポート

１．概要　
　私たち看護サポート部は看護業務支援として安

全で、快適な療養環境整備を看護師の指導のもと、

日々の業務を遂行しています。また看護部門のメ

ンバーとして年間教育計画に基づき職員の力量向

上や能力開発に努めています。

　スタッフ：38 名

２．業務内容
【病棟早番・日勤・遅番業務】

・モーニングケア・検査移送・配膳・下膳・食

事介助・排泄介助・療養環境整備

・リネン類・衣類リース管理・車椅子の定期点検・

補修管理

・セミクリティカル・ノンクリティカル洗浄・

消毒

【内視鏡業務】

・内視鏡ファイバーの洗浄・消毒・管理業務

・履歴管理・備品管理

【手術室業務】

・手術が安全にスムーズに実施できるように

様々なサポート業務を実施

３．教育研究活動
【2013 年度年間教育計画に基づいた学習実績】

・接遇マナー研修への参加・医療安全学習会（食

事介助・車椅子移乗介助・医療安全の基礎知

識・暴言暴力の対応・ＫＹＴ学習会・ノンク

リティカルスキル）

・ＢＬＳ一次救命学習・個人情報の基礎知識・

環境エコ学習（夏の節電対策）・感染対策学

習（職業感染について・感染症の基礎知識・

感染対策の基本）

・緩和ケアについて学習
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患者様に迷惑がかからないように早急に改善して

きました。また、緩和ケアの研修に個々が参加し

たり、病棟内で緩和ケア認定看護師の講義を受け

看護師の育成に力を入れてきました。

　今後の課題として、緩和ケア病棟をもっと知っ

ていただき、病棟の利用率を上げていくことだと

思います。

２．スタッフ
　緩和ケア認定看護師：１名　　看護師：12 名

　保健師：２名

　　　　　　　　　　　　

３．業務内容
＊緩和ケア病棟入院判定会議……毎週火曜日

＊緩和ケア入院相談外来……月曜日・火曜日 14

時～

＊病棟回診……毎日

＊病棟カンファレンス……水曜日 14 時～

＊医師・看護師カンファレンス……月曜日～土

曜日

４．教育研究活動 
・埼玉サイコオンコロジー研究会

・全日本民医連学術交流運動集会

・埼玉民医連学術運動交流集会　２演題

・看護学会

・院内ＨＰＨ交流集会

11．Ｃ４病棟看護科

１．概要
　Ｃ４病棟は、がんの患者様が入院される緩和ケ

ア病棟です。

　2013 年３月 28 日開設し１年が経過しました。

急性期病院の中にある緩和ケア病棟として、内科

や外科の緩和ケア対象の方を受け入れてき、また、

大学病院やがんセンターからの紹介で病院周辺で

暮らしている患者様の受け入れも行ってきました。

転科依頼件数 273 件・入院患者数 205 件（院内

―90 件・院外〈在宅含む〉―92 件・転院 23 件）

……2014 年３月末までの状況。

　症状緩和・苦痛緩和・精神的支援を行い、残さ

れた日々をその人がその人らしく過ごせるように

援助しています。お看取りをした患者様（130 件）

も多くいますが、症状が改善されて在宅調整を行

い、ご自宅での生活を送っている患者様もおり、

在宅と連携して支援してきました。

　開設当初、未経験のスタッフも患者様やご家族

からさまざまなことを学び、旅立ちへの不安を訴

える患者様には、そっと寄り添い共に泣き傾聴し

支援できるまでに成長しています。

　患者様のその時の言葉を大切に支援し、「自宅に

帰りたい・返したい」には早急に在宅支援し、「結

婚式を見せたい」の声には、夕方までに準備に協

力し、とスタッフはタイムリーに行動し患者様・

ご家族の今を大切にしてきました。

　また、薬剤師の方によるフルート演奏や組合員

さんによる琴の音色が病棟内に響き渡り、患者様

の癒しの時間を演出することができました。毎月

行われる食養科緩和チームのティータイムは患者

様・ご家族にくつろぎの時間を与えてくれたと思

います。様々な職種により支えられている病棟だ

と実感した一年でした。

　今年度は、緩和ケアの業務見直しを頻回に行い、

10．Ｃ３病棟（小児科）看護科

１．概要
　小児科外来と病棟で連携している部門です。主

に小児科、新生児から中学３年生までの小児看護

をしています。外来では一般外来、乳児健診、予

防接種の他に、小児心理外来、発達外来、アレルギー

外来、小児循環器外来、腎外来の専門外来があり

ます。

２．スタッフ
　助産師：１名　看護師：10 名　准看護師：１名

　保育士：１名

　小児科外来と病棟の両方を担当しています。

３．業務内容
　肺炎や敗血症などの感染症、喘息、川崎病、ネ

フローゼ、アレルギー検査入院などの小児科の入

院の他に、小児の整形外科周手術期の入院 21 件、

ＰＳＧ（睡眠時無呼吸発作）検査入院 51 件、他

科患者６件の受け入れを行い、看護活動の幅が広

がってきています。

　小児の入院では対象となるお子様だけでなく、

家族へのケアも大切に考えて看護しています。ま

た、それぞれの月齢や年齢に合わせ、発達も考え

保育士とも協力しながらケアしています。

４．教育研究活動
・小児医療研究発表会　

・子育て教室、ベビーマッサージ、喘息教室、

班会活動

５．その他
　プレパレーションやディストラクションを活用

し、子どもの年齢や発達段階に応じ、検査や病状

説明に力を入れています。入院している子どもに

対し、子どものストレスが発散できるようにキア

ニスドールも活用しています。

　毎週金曜日は川口市小児夜間救急当番医として、

地域での役割を担っています。

妊産婦とその家族、患者様を中心に考えた看護実
践をしています。産婦人科開設当初から続く「う
ぶ声学校」、助産師が行う「いのちの授業」、助産
師外来「ひだまり」、マタニティ・ヨガ、育児を手
伝う世代へ向けた「じぃじ・ばぁば教室」や子育
て教室も行っています。小児科や地域とも連携し、
とぎれない子育て支援を心がけています。
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新人看護師には手術室の協力のもと手術見学も実

施しています。

　学会認定自己血輸血看護師、認知症ケア専門士

も在籍しており、整形看護師として知識や技術を

高め合い日々奮闘しています。

・2013 年度埼玉民医連運動交流集会　演題発

表（１演題）

・2013 年度医療生協さいたま看護学会　演題

発表（１演題）

13．Ｄ２病棟看護科

１．概要
　変形性関節症や脊椎、骨折や外傷などの疾患が

多く、手術や急性期の治療・処置を必要とする患

者様の受け入れをしています。

２．スタッフ
　　看護師：29 名　　准看護師：１名

３．業務内容
　周手術期看護を中心とした病棟業務。

　13 年度の手術件数は 703 件です。

　変形性股関節症（ＴＨＡ）193 件

　　整形手術全件の 27.45％

　変形性膝関節症（ＴＫＡ）　99 件　　　　　　

　　整形手術全件の 14.08％

　当診療科では「コンピュータ手術支援用ナビゲー

ションシステム」を用いた人工関節手術を行って

います。さらに最近では両側手術が増加している

のも特徴です。

　「コンピュータ手術支援用ナビゲーションシステ

ム」とは：

・人工関節置換術を行う際、ＣＴの画像情報を

利用して、手術計画の立案とシミュレーショ

ンを短時間で行うことができます。

・車のナビゲーションのように高い精度で手術

器具を誘導し、人工関節は計画された最適な

位置へ設置されます。

　病棟内歩行リハビリを実施：今年度は理学療法

士のリハビリ以外にも時間をもうけ、看護師の見

守りの元歩行練習を実施した。音楽をかけ毎日 15

分間楽しくリハビリを実施しています。

４．教育研究活動
　年間教育計画書に基づき活発に実施しています。

12．Ｃ５病棟看護科

１．概要
　Ｃ５病棟は、呼吸器内科・総合内科の混合病棟

です。

　肺炎などの急性疾患、慢性呼吸器疾患、肺癌・

血液系の化学療法を受ける患者様等の受け入れを

しています。今年度は、気管支鏡介助者の育成と

化学療法に対応できる看護師の育成に力を入れて

きました。

　また、ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、

超過勤務が軽減できるよう業務改善に取り組んで

きました。

２．スタッフ
　看護師：25 名　　保健師：５名　

３．業務内容
＊気管支鏡検査……水曜日・金曜日　

＊病棟回診……月曜日

＊病棟カンファレンス……火曜日 16 時～

＊コメディカルカンファレンス……金曜日 16

時～

＊看護カンファレンス……月曜日～金曜日 11

時～

４．教育研究活動 
・埼玉県看護協会看護学会　演題発表

・埼玉県看護協会　認定看護管理者研修ファー

ストレベル
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16．Ｄ５病棟看護科

１．概要　
　Ｄ５病棟は回復期リハビリテーション病棟です。

２．スタッフ
　看護師：18 名　介護士：９名

　セラピスト：25 名

３．業務内容
　急性期治療の終了した脳卒中や骨折・関節疾患

の手術後の患者様に対して、身体機能や日常生活

動作の能力の向上、在宅生活や社会復帰を目標に、

集中的にリハビリテーションを実施します。

　2013 年、急性期病院における回復期リハビリ病

棟として、たくさんの患者様を受け入れようと高

占床率にこだわって病床運営をしてきました。

　急性期病院における回復期リハビリ病棟として、

治療を終えた患者様を１日でも早く受け入れ「そ

の人に寄り添い、その人らしい生活の再構築を支

援する」ため、私たち専門職がチーム一丸となっ

て日々取り組んでいます。

４．教育研究活動
・埼玉民医連学術・運動交流集会　演題発表

15．Ｄ４病棟看護科

１．概要　
　Ｄ 4 病棟はＩＣＵ４床と、循環器・糖尿病・腎

臓病・脳梗塞や脳出血などの血管障害の患者様が

入院されている総合内科 46 床の病棟です。

　今年度よりＤ４病棟でＩＣＵが稼働となり、多

職種で患者様に関わる体制を整えてきました。Ｉ

ＣＵ回診を継続し質の向上を目指しています。ま

た、医師の初期研修の場として、医師・看護師が

共に学び合う環境作りを目標に活動しています。

２．スタッフ
　　保健師：11 名　　看護師：25 名　　

３．業務内容
　ＩＣＵ→救命と生命維持の安定 ･ 回復を図るた

め、集中的な治療 ･ 管理と看護援助を行っています。

　ＩＣＵ回診……月曜日～土曜日　９時 30 分～

　参加スタッフ：医師・看護師・管理栄養士・臨

床工学技士・薬剤師・リハビリスタッフ

　Ｄ４病棟→狭心症でＰＣＩ（経皮的冠動脈形成

術）・ＣＡＧ（心臓カテーテル検査）のために入

院する方、不整脈によりペースメーカーを挿入さ

れる方、糖尿病コントロール入院される方や合併

症により脳梗塞を発症された方、慢性腎不全で透

析導入目的のために入院される方等の受け入れを

行っています。

　介護度や重症度が高い中、多くの入院を受け入

れられるようにコメディカルと連携し退院調整し

ています。

４．教育研究活動
　・ＢＬＳ　・ＡＣＬＳ

　・日本静脈経腸栄養学会参加

＊安全な院内自己血輸血のため、自己血採血の

中央化の取り組みにおいて自己血輸血学会認

定看護師２名が活躍しています。

・2013 年埼玉民医連　学術運動交流集会　６

演題発表

・2013 年埼玉民医連　看護学会　５演題発表

・常勤看護師全員がキャリアアップラダーに基

づき研修を行っています。

・埼玉県看護協会主催研修会へ参加

14．Ｄ３病棟看護科

１．概要
　消化器外科、呼吸器外科、乳腺外科、一般外科、

泌尿器外科、皮膚科の混合外科病棟です。

２．スタッフ
　保健師：９名　助産師：１名　看護師：21 名

３．業務内容
　外科手術は、がん腫瘍切除術、腹腔鏡下胆嚢摘

出術、鼠径ヘルニア手術が多く、乳がんの患者様

の受け入れが増加しています。各科手術の術前・

術後の看護を行っています。病床 51 床のうちリ

カバリ室（回復室）４床があり、全身麻酔下術直

後の患者様の周手術期の看護をしています。

　術前・術後の化学療法を受ける患者様の受け入

れもしており、入院管理にて初回実施後は外来化

学療法へ移行しています。

　当院緩和ケア病棟開設に伴って、患者様、ご家

族様の意向に沿い、症状緩和、看取り、在宅調整

等を緩和ケア病棟と連携して、がんターミナルの

患者様の看護もしています。

４．教育・研修・研究活動 
・乳がん看護認定看護師：第 20 回日本乳癌学

会　参加、第９回日本乳がん看護研究会　セ

ミナー参加

＊乳腺科外来での診療の補助、カウンセリング、

術前後のケア、化学療法等

　乳がん治療の分野で専門性を発揮しています。

・自己血輸血学会認定看護師：第２回埼玉自己

血輸血研修会　２名参加、第 27 回日本自己

血輸血学会学術総会　演題発表

　・第 55 回日本自己血輸血学会教育セミナー

　　演題発表
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　〇配薬カートへの配薬

　〇持参薬の確認及び管理

･ 持ち込み薬の管理（入院前から飲んでいた薬・

健康食品・サプリメントの確認）

〇チーム医療の一員としてカンファレンスへの参加

･ 注射セット室

　〇注射薬個人別取り揃え

･ 注射薬の準備と適正使用のチェック（量、点

滴速度、濃度、カロリーなど）

　〇抗がん剤の調整・レジメン管理

・複数名の薬剤師による事前チェックと安全

キャビネットによる混注

・ベッドサイドに行き、薬剤に対する不安や副

作用の早期発見などの取り組み

　〇院内特殊製剤の製造及び管理

　〇ＴＰＮ調整業務

・クリーンベンチ（無菌状態にできる装置）で

混注後の安定性・配合変化を考え混注

４．教育研究活動
《外部発表》

･ 日本病院薬剤師会関東ブロック第 43 回学術

大会　１題

･ 第 11 回全日本民医連学術・交流集会　２題

･ 第 30 回全日本民医連循環器懇話会　１題

･ その他

菌化学療法認定薬剤師２名　ＮＳＴ専門療法士

１名、認定実務実習指導薬剤師２名

３．業務内容
･ 調剤室

　〇外来及び入院調剤

　〇処方箋監査

・症状にあった薬かどうか／・年齢と体重から

の薬の量／・副作用／・薬の飲み合わせ／・

血液検査異常など検査値の確認／・薬の数が

合っているかの確認　など

　なにか問題があれば、その都度、医師と相談し

て薬を決めています。

･ 薬事 ･ ＤＩ室

〇薬品発注及び検品

〇薬品使用状況の把握と適正在庫の運用管理

〇麻薬、向精神薬、毒薬、抗がん剤、その他特

殊薬剤の在庫管理

〇医師や他職種からの医薬品情報対応

〇ＤＩニュースの発行　12 回（右頁参照）

　内視鏡治療時の抗血栓薬の休薬期間一覧、緑内

障と薬、エブトールによる視力障害　など

　〇医薬品集の改訂作業

　〇薬事委員会の資料作成

・薬の使用評価（薬の効果、副作用、値段など

総合的に評価）

・医薬品情勢の最新情報を院内に発信（ジェネ

リック薬品、新薬、販売中止品、副作用など）

〇副作用報告の情報収集及び厚生労働省・全日

本民医連への報告

・過去の薬害問題をふりかえり、二度と起こさ

せない為の努力

〇地域の院外薬局との薬薬連携（処方箋内容の

問合せ）

･ 薬剤管理指導業務（右頁グラフ参照）

〇病棟服薬支援

･ 内服薬、点滴の説明や副作用の聞き取り

･ 検査データ確認

17．薬剤科

１．概要　
特徴：医薬品の適正使用

の推進による治療効果

の向上と副作用の防止

による患者利益への貢

献、病棟における薬剤

（注射剤、内服剤等）に関するインシデント・ア

クシデントの減少をめざして、薬剤師の専門性

を活かしたチーム医療の中で責務を果たせるよ

うに業務に取り組んでいます。

特色：①化学療法専従薬剤師を配置 ･ キャンサー

ボードの定期開催

　『がん診療機能を充実させる』という病院目標を

受け、３ヵ月の外部研修に参加しました。

　キャンサーボードの準備 ･ 運営を行い、定期開

催に関わっています。

②プレアボイド報告　昨年度と比較し報告件数が

倍増

　日本病院薬剤師会で実施している薬剤師が薬物

療法に直接関与し、患者の不利益（副作用、相互

作用、治療効果不十分など）を回避あるいは軽減

した実例、成果が対象。　

③病棟薬剤業務実施加算の算定　

　昨年度より算定開始。今年度は質を上げる取り

組みを実施しました。

④後継者育成　高校生１日薬剤師体験 37 名

　実務実習受け入れ：Ⅱ期２名 、Ⅲ期１名

　インターンシップ受け入れ：２名

２．スタッフ
　2013 年 12 月現在　薬剤師 25 名・パート２名・

助手４名

資格：日本病院薬剤師会認定薬剤師２名、日本薬

剤師研修センター認定薬剤師５名、糖尿病療法

指導士３名、漢方薬・生薬認定薬剤師２名、抗

私たちは、安全な
薬を、安心・納得
して使える社会を
つくるために
働きます

病棟服薬支援指導率

薬剤管理指導件数をあげるため、10 月より分析を行い、
指導率が昨年度と比較して向上しました。
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・第 60 回日本臨床検査医学会学術集会　『下肢

静脈エコー検査を用いた深部静脈血栓症例の

検討』

・第 60 回日本臨床検査医学会学術集会　『分娩

数が多い地域の基幹病院における不規則抗体

の検出状況』

・第 60 回日本臨床検査医学会学術集会『EVANS

症候群を併発し診断に苦慮した血管免疫芽球

性Ｔ細胞性リンパ腫』

・その他、法人内外で発表を行っています。

２．スタッフ
部長　村上純子

 日本臨床検査医学会認定臨床検査専門医

 日本輸血細胞治療学会認定輸血専門医

 日本血液学会認定血液専門医・指導医

 日本内科学会認定内科医

 ＩＣＤ

臨床検査技師 36 名（常勤 25 名　非常勤 11 名）

細胞検査士４名　国際細胞検査士４名　認定超

音波検査士（消化器）４名　認定超音波検査士

（表在）４名　認定超音波検査士（心臓）１名　

緊急検査士３名

２級検査士（血液）３名　２級検査士（病理）

２名　２級検査士（細菌）１名　一般臨床検査

士１名

３．業務内容
　生理学的検査、血液学的検査、生化学的検査、

免疫学的検査、一般検査、輸血関連の検査、細菌

学的検査、病理学的検査を行っています。

　感染症関連項目を院内で開始したことで輸血後

感染症検査にも精力的に取り組んでいます。

　2012 年に比べ超音波検査、病理検査室業務は増

加傾向にあります。緊急検査室、細菌検査室の業

務は減少傾向にあります。

４．教育研究活動
◆発表

・第 87 回　日本感染症学会学術講演会　『当院

における血液培養検査の現状について』ポス

ター　

・第 14 回　日本検査血液学会学術集会　『検査

血液学会提唱白血球分類による好中球の目視

比率について』（第１報）

・第 14 回　日本検査血液学会学術集会　『検査

血液学会提唱白血球分類による好中球の目視

比率について』（第２報）

18．検査科

１．概要　
　2013 年は新入職員を１名迎え、定年退職から非

常勤への業務形態の移行が１名ありました。

　Ｍｇ、Ｚｎ、感染症関連項目、24 時間携帯型血

圧測定を新規に開始しました。

　新規に購入した機器は自動染色機（サクラ社製・

プリズマ）があります。更新した機器はＡＢＩ、

ＣＧＭ、自動包埋装置です。

◆臨床検査専門医の立場から 

　臨床検査医は、臨床検査技師と協力して、検査

室の管理・運営と、検査のクオリティーコントロー

ルを担っています。加えて、検査医学を含む学際

的分野における教育に寄与し、医師およびコメディ

カルスタッフのコンサルタントとして機能しなけ

ればなりません。 

　新知見は加速度的に増加しており、自らの能力

不足にへこむこともしばしばですが、検査室スタッ

フに支えられて何とか “ 検体検査管理加算 IV にふ

さわしい検査専門医 ” であり続けたいと思います。

臨床検査科　部長　村上純子医師

◆ 臨床検査技師の立場から

　患者様やその家族、コメディカル、病院経営者

からチーム医療の一員として感染対策・医療安

全・栄養サポート・患者教育・地域の保健医療活

動・コンサルテーション業務に携わることが求め

られているフィールドの広い職種と感じておりま

す。2013 年は保健医療活動をＨＰＨの理念をもっ

て、コンサルテーション業務に必要な能力開発と

してＲ−ＣＰＣに取り組んできました。Ｒ−ＣＰ

Ｃでは、検査データから患者様の病態を解析しま

す。検査技師に求められる「臨床推論能力」の涵

養を目的としています。

検査科　科長　大久保智子
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20．リハビリテーション技術科
　

１．概要、特徴、特色
　入院患者様に対して、早期からのリハビリテー

ションの開始とリハビリテーションが必要な方へ

の実施（介入率増加）に継続して取り組んできま

した。総合内科病棟では午前中の医師からのリハ

ビリ指示に対し、午後からリハビリが開始できる

よう業務改善を行いました。

　外来では、早期退院後のフォローとして特に整

形外科疾患の患者様に対し、退院後もリハビリを

継続しました。2012 年延べ外来患者数 2381 名か

ら、2013 年延べ外来患者数 3044 名となり、延べ

にして 663 名の方に多くリハビリを実施させてい

ただきました。

２．スタッフ（2013 年 12 月現在）

　理学療法士 30 名　作業療法士 11 名

　言語聴覚士６名　事務１名

３．業務内容
・入院・外来リハビリテーション

・他職種カンファレンス

・家屋調査（退院前訪問指導）

・自主トレーニング指導（退院時指導）

・介護保険サービス移行に関しての相談

・保健予防活動（依頼数 25 件）

・患者会活動　のびる会担当（脳卒中患者会）

・後継者育成（理学４名、作業３名、言語１名）

・高校生専門職体験（リハビリ職体験 18 名）

４．教育研究活動（外部発表）
・第 22 回神経リハビリテーション研究会　２

演題

・第 19 回日本摂食・嚥下リハビリテーション

学会学術大会　１演題

検査では技師コメントを読影レポートに記載して

います。また、画像診断の結果が確実に診療に活

かされ、見落とされることがないよう、放射線技

師が読影レポートの内容と受診状況を確認し、必

要に応じて主治医に報告するフォロー体制を確立

し、毎日の業務としています。

　保有している機器は左下のとおりです。

２．スタッフ  
　診療放射線技師常勤 19 名　非常勤１名

　（科長１名、主任１名、副主任１名を含む）

　事務　２名

３．実績

４．教育・研究活動（下・右頁参照）

５．その他
　2013 年 10 月に医療被ばく低減施設認定審査を

受審。

19．放射線科・放射線画像診断科

放射線科
１．概要
　2011 年４月より吉田英夫医師（常勤放射線科医

師）が放射線科部長として着任し、画像診断、Ｉ

ＶＲを担当しています。画像診断では、常勤換算

0.5 名の非常勤医師を含め、ほぼ全ての画像につ

いて読影を行っており、画像管理加算を取得して

います。ＩＶＲでは、消化器科医師と共に、肝癌

に対するＴＡＥをはじめ、止血術、ＢＲＴＯなど

各診療科の要請に積極的に応えております。

　また、ＣＴやＭＲＩにおける造影検査の増加に

伴い、造影剤による副作用や皮下への漏れの報告

も増え、放射線科医師として対応の指示を行って

います。

２．スタッフ
　部長　吉田英夫　放射線科専門医

　　　　　　　　　放射線診断専門医

放射線画像診断科
１．概要
　各診療科から依頼される各種検査および健診を

中心に業務を行っています。画像を提供するだけ

でなく、診療放射線技師として医師による画像診

断の補助に積極的に関わることを目指し、

ＣＴ、超音波検査、上部・下部消化管造影
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毎日　全体の 20％実施

・調理師による病棟訪問　月 60 件、特食加算比

率　45％

・行事食（月１回）、クックサーブ（週１回）、小

児科クッキー（週１回）

・産科お祝い膳（週２回）、誕生日ケーキ、バイキ

ングなど実施

・給食だより「ごちそうさま」の発行　年 12 回

・食数管理、献立・発注管理は管理栄養士が担当

（食事相談）

　外来食事相談：月平均 336 件

　多職種と連携して糖尿病教室や透析相談、乳児

健診、乳幼児のアレルギーの相談を行っています。

　特定保健指導：利用者様のニーズに合わせて、

食生活相談をしています。

　在宅訪問食事相談：年 21 件

　経管栄養の方を中心に相談しています。

　入院食事相談：相談実施率　１回目 94％

　　　　　　　　　　　　　　２回目 73％

　患者様にご自宅での食生活を踏まえ、退院に向

けた食事相談を実施しています。

（その他）　

・院内レストラン「レストラン虹の森」の運営

をしています。

　　夜勤明けの朝食にサラダバーを開始しまし

た。健康を意識し、自らが管理できるように、

店内では、健康食を提案しています。

・備蓄食　災害に備えて、食品、水を常備、管

理しています。

常食：400 食×３食／日×３日分 =3600 食、水　

400 人×２Ｌ／日×３日分 =2400 Ｌ

　ミキサー・流動食　20 食×３日分

４．教育活動
外部発表

・全日本民医連第 11 回学術運動交流集会　

・第 10 回健康づくり学会　

・第 14 回民医連消化器研究会

23．システム管理課

１．概要（特徴、特色）
　電子カルテをはじめとして、病院内の医療に関

わる記録や事務的な仕事のほとんどがコンピュー

タで行われており、病院内にコンピュータが約

500 台あります。そのコンピュータシステムの運

用・管理を行っているのが、システム管理課の役

割です。

　大きな役割は４点あります。

１）情報システムの適切な運用を行います。

　病院の医療・経営活動の多くが、電子カルテ・オー

ダリング・医事会計システムをはじめとしたコン

ピュータによる病院医療情報システムで運用され

ています。

　医師をはじめとした医療従事者が、患者様への

医療の提供を適切に行うことができるように情報

システムの安定的稼働を図っています。障害の発

生を未然に防ぐ手立てを行い、障害時はすみやか

に復旧ができるように最善を尽くしています。

２）医療の安全性に寄与し、診断治療をバック

アップできる情報システムを提供しています。

　病院情報システムが、患者様の「自己決定」に

役立ち、医療の安全性に寄与し、診断治療をバッ

クアップできる情報システムを提供できるように

しています。情報システムが業務の合理化・効率

化をすすめ、医療従事者が患者様への質の高い医

療サービスの提供ができるようにしています。

３）医療経営情報の把握できるシステムを開発

し、医療の質の向上に貢献します。

　電子カルテなどの医療情報システムのデータや

経営情報を活用し、医療・経営活動をまとめ、適

切な提言（医療経営統計・クリニカルインディケー

タ）ができるシステムを作成し、医療の質の向上

22．ＭＥ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．概要　
特徴、特色

　医療機器の高度化が進む中、医療機器の臨床・

工学の専門としての臨床工学技士の役割は大きい

と常日頃感じています。

　昨年度からは月水金の午後透析も再開し、多く

の患者様を受け入れ、それぞれのニーズにあった

治療を目指しています。

　機器管理分野ではＯＰＥ室内にＭＥが常駐し、

機器の点検を行うことで安全、スムーズに業務が

遂行できるようにしています。

２．スタッフ
　臨床工学技士：10 名

　透析療法認定士：６名

　呼吸療法認定士：３名　　ＭＤＩＣ ：１名

３．業務内容
　慢性腎不全における透析療法、ＣＨＤＦやエン

ドトキシン吸着、ＬＤＬ吸着やＬ−ＣＡＰ療法、

腹水濾過濃縮療法などの特殊透析療法を行ってい

ます。

　また、院内ＭＥ機器の中央管理、保守点検業務、

ペースメーカー業務、ＯＰＥ業務などを行ってい

ます。

４．教育研究活動
　年間教育計画に基づき、年 12 回の部門内学習

会を実施｡

・第 88 回日本医療機器学会大会　演題発表（１

演題）

・第 37 回全国腎疾患管理懇話会学術大会　演

題発表（１演題）

21．食養科

１．概要
　患者様に安心して、おいしい食事を楽しんでい

ただくため、徹底した温度・衛生管理のもと、家

庭的で心の通う食事提供をめざしています。また、

直営で運営しており、調理師も積極的に病棟へ足

を運び、患者様の嗜好や状態に添うことを大切に

しています。

　献立は４週間のサイクルメニューと毎日の選択

メニューを実施しています。なかでも季節献立と

月１回の行事食は人気が高く、患者様から多くの

感想が寄せられています。

　その他、おやつのワゴンサービスやバイキング

など、病棟に合わせたサービスも実施しています。

給食運営は調理師が主体的にすすめており、満足

度調査や病棟訪問の声を、献立改善や新サービス

の展開につなげています。

　管理栄養士は、入院中、栄養状態や嗜好を把握し、

チーム医療の一員として栄養管理を行っています。

ＮＳＴをはじめ、糖尿病・消化器・循環器・呼吸器・

緩和ケア・褥瘡など各チームにも参画しています。

２．スタッフ
　管理栄養士　常勤 10 名　非常勤５名

　栄養士　常勤１名　

　調理師　常勤 13 名　非常勤３名

　調理員　非常勤 11 名

　資格：ＮＳＴ専門療法士１名

　　　　健康運動指導士３名

３．業務内容
（フードサービス）　　

・食数　750 食／日、配膳時間　朝７：30　昼

13：00　夕 18：00

・ニュークックチル方式による給食システム　

・サイクルメニュー　28 日、選択メニュー　３食
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す。

　次期電子カルテでは次のようなことが可能にな

ります。

・注射の三点認証など、より安全なシステム運

用が図られます。

・チーム医療がすすみます。

・バーコードに実施入力などで業務の効率化が

図られます。

・ＤＷＨなどの機能を活用して、今までよりも

効果的に医療情報の収集、統計処理が可能に

なります。

〈業務をより効果的に進めるための課題〉

①ＨＰＨ推進のために、喫煙情報が電子カルテ

基本画面で入力できるようにし、そのエビデ

ンスをだすことができるようになり、ＨＰＨ

交流集会で発表しました。

②今までの「がん化学療法システム」を改善し、

現場での活用が広がり、ＨＢＶＤＮＡリアル

タイムＰＣＲなどのフォローが確実にできる

ようになりました。

〈システム処理依頼書〉

　2013 年度で、210 件のシステム処理依頼に対応

しました。

　帳票の設定内容変更、新たなシステム作成、デー

タ処理、統計依頼……など。

４．教育研究活動
①外部研修

　国際モダンホスピタルショー（2013．７．17

～ 18）

　２名が参加し、文書システム、画像ファイリン

グシステム、自動精算機、番号表示などのシステ

ムを見学し、電子カルテ更新に向けた論議に反映

させました。

　電子カルテ更新に向け、病院見学 ･ 交流をすす

めました。

と経営活動の改善ができるようにしています。

４）資質の向上に努め、法令遵守をすすめます。

　保健医療福祉専門職の一員として医療情報を安

全かつ有効に活用・提供ができるように知識・技

能の習得に努め、資質を高める努力を行っていま

す。診療情報とシステム管理に関わる関係諸法令

と法人規定をしっかりと学び遵守し、必要な諸規

定の運用と整備をすすめています。

２．スタッフ（2014 年４月１日現在）

　常勤：３名　

　資格：医療情報技師（２名）

３．業務内容
　今年度、次のような対応を行いました。

〈コンピュータ環境の整備〉

①災害時・障害時に強いシステム構築

　バックアップのないインターフェースや部門シ

ステムを「仮想サーバ環境」でのシステム構築を

図りました。

　看護勤務表・ＳＡＳ・番号呼び出し・ｅ - ラー

ニング・カルテＩＦの環境を設置

②個人情報保護のシステムを強化

　Ｉフィルター（インターネットの閲覧制御）の

設定を強化し、Ｗｅｂメール規制を設定。

　メールフィルターを設定し、送受信のログ履歴

管理と、送信ファイルの暗号化の設定ができるよ

うにしました。

　７月にパスワード変更キャンペーン実施し。確

実なログイン認証をすすめました。

③ＷｉＦｉの環境を設定し、院内でｉＰＡＤな

どのタブレット端末で情報収集ができるように

しました。

〈電子カルテ更新に向けた準備〉

　2014 年９月に電子カルテ更新を行います。それ

に向けたプロジェクトの事務局機能を担っていま

24．診療情報室

１．概要　
特徴、特色

　診療情報室の役割は、大きく分けて３つありま

す。〔１〕医療記録・情報の管理と、〔２〕これら

の情報を活用した医療の質向上につながる質指標

の測定や各種統計の作成、〔３〕診療支援や学術研

究活動の支援です。データセンターとしての機能

を高めるため精度管理、学習を重点的に取り組み

ました。

〔１〕医療記録・情報の管理には、適切な記録とす

るための監査業務（量的点検と質的点検）、情報

活用の条件となる診療情報のデータベース管理、

過去医療記録の保管管理（外部保管）があります。

過去記録の取り寄せは前年の６割、2013 年は

監査チームによる質的点検は１回のみでした。

〔２〕各種統計作成、医療の質指標の測定としては、

疾病統計、死亡統計、手術・処置統計などの退

院患者統計の作成や約 360 項目におよぶ医療の

質指標を定期的に収集・測定するほか、学会等

への実績報告、疫学調査などにも随時対応して

います。対応数は前年とほぼ同じですが、デー

タベースの作成、統計解析など複雑な処理を伴

う調査が増加しました。

〔３〕学術研究活動の支援・診療支援では、認定・

専門資格の取得や維持に必要な症例検索や教育

施設認定関連の症例データベースへの登録、院

内感染サーベイランス（監視）や院内がん登録、

手術症例登録などのほか、検索した情報の分析・

加工などの支援も診療情報室の業務として行っ

ています。地域がん登録は発生から６ヵ月のサ

イクルで報告できるようになりました。

２．スタッフ（2014 年１月１日現在）

　常勤　３名　　非常勤　５名

　資格：診療情報管理士（３）、医療情報技師（１）、

　３名がプロジェクトメンバーと一緒に７病院を

見学しました。

②院内研修

　医療安全に関する学習

・e - ラーニング「暴言 ･ 暴力の対応について学

ぶ」「ノンテクニカルスキルとは何か？」実

施

　感染対策に関する学習

・e - ラーニング「感染対策学習」「協同病院に

おけるインフルエンザ対策」実施

　個人情報に関する学習

・e - ラーニング「個人情報学習」実施

　３名ともすべて終了。
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25．外来医事課

１．概要
　病院には多くの医療職種が勤務していますが、

その中でも事務の役割はかなり幅広い業務が存在

します。

　当課の病院での役割は医療の質や接遇の質を維

持するため様々な業務を行っています。また、病

院で行われる医療行為をしっかりと収入につなげ

ることも重要な役割として存在しています。会計

を作成し、患者様の自己負担分をいただいたり、

保険請求を行ったり、収入として入金される医療

費の管理を行っています。

　また、業務全体の調整役としての業務も存在し

ています。会議や様々なチームの運営事務局も行っ

ています。

２．スタッフ
　74 人（常勤 23 人　非常勤 51 人）

３．業務内容
■受付・会計チーム（電話センター）　23 人
　受付会計（常勤７人　非常勤９人）

　電話センター（非常勤６人）

　後方業務・データ出し等（非常勤１人）

①総合受付業務

　総合案内、新患案内、再診案内、新患カルテ作成、

生協組合員加入案内、物品管理

②合体業務

　処方箋の印鑑押し、院内、院外のオーダー代行

入力業務

③収納業務

　会計入力後のお金の収納業務

④電話センター業務

　電話案内、予約の受付

るためのアクションプラン

・ＤＰＣの適切なコーディングをするための取

り組みとその成果

・ＱＩからの課題提起その後①～５つの課題か

ら～骨折およびレベル４以上の転倒・転落事

故を中心に

・ＱＩからの課題提起その後②～栄養管理はす

べての治療の基本～

③ランチ学習会開催 40 回

５．その他
①講演

・ＱＩ活用で医療・介護の質向上を！：岐阜民

医連（２／ 23）

・どれだけ頑張ったかではなく、どれだけよい

結果につながったか」をモノサシにする：医

療福祉生協連医療の質改善交流集会（３／

10 東京）

・「どれだけ頑張ったかではなく、どれだけよ

い結果につながったか」をモノサシにする／

医療の質指標・改善（ＱＩ）活動の３年間の

取り組み：川崎協同病院（７／ 25）

・医療の質向上のためのＱＩの具体的活用につ

いて：宮崎生協病院（９／ 21）

・ＤＰＣを理解する～導入から活用まで～：大

田病院（10 ／ 15）

・医療の質向上をめざして～診療所でＣＩを活

用する：全日本民医連北関東甲信越地方協議

会診療所事務長研修会（11 ／ 30 長野）

②執筆

・事務部門とクリニカルインディケータから組

織医療の質向上に貢献する事務部門の役割

（医療アドミニストレーター第４巻第 42 号　

2013 年９月号）

③見学受け入れ

・ＤＰＣ導入指導（利根中央病院５／ 29　３名）

・病歴管理全般と質的監査（前橋協立病院 11

／ 15　２名）

14 − 15）１名

・ＪＡＭＩ課題研究会シンポジウム「患者の視

点に立った医療データ分析に関する研究」（医

療情報学会７／ 16）１名

・ＤＰＣ制度の現状と今後の方向性に関する講

演会（日本病院会 10 ／９）１名

・保健予防・ヘルスプロモーション活動交流集

会 2013（全日本民医連９／７−８）

・ＤＰＣデータ研究班セミナー（診断群分類研

究支援機構 12 ／ 10）

②研究発表

１）第 4 回日本プライマリケア連合学会学術大

会（５／ 18 仙台）

・中心静脈カテーテル刺入部位選択理由の検証

を試みて〔共〕

２）第 51 回日本医療・病院管理学会学術大会（９

／ 27 京都）

・ 全日本民医連ＱＩ事業による中小病院の情報

活用と医療の質改善

３）第 55 回全日本病院学会（10 ／３大宮）

・医療の質公開の試行的とりくみ～パートナー

シップの質的変化をめざして

４）第 11 回全日本民医連学術運動交流集会（10

／ 6 札幌）

・患者閲覧用電子カルテ「マイかるて」により

医療におけるパートナーシップを強める

・健診データを活用し地域住民の健康増進活動

につなげる試み

５）第 87 回日本感染症学会総会（11 ／ 20 横浜）

・当院における血液培養検査の現状について〔共〕

６）第９回日本医療の質・安全学会学術総会（11

／ 23 東京）

・パートナーシップを強める「マイかるて」（患

者閲覧用電子カルテ）の取り組み　ベストプ

ラクティス最優秀賞受賞

７）2013 年度埼玉民医連運動交流集会（12 ／

22）

・健診データを活用し、健康増進活動につなげ

薬剤師（１）、臨床検査技師（１）、社会福祉士（１）

認定：院内がん登録実務初級者研修修了（１）、院

内がん登録実務初級修了者研修（１）

　ＡＩＳ Certification of Completion（１）、医師

事務作業補助者研修修了者（５）、がん治療学会デー

タマネージャー（１）、クオリティマネジャー養成

講座修了（１）

３．業務内容
①業務上の変化

　医師の退院時要約作成補助対象を拡大しました。

②業務実績

　　過去記録取り寄せ・貸し出し　299 件（前年

比 61%）

　　病歴登録管理　7722 件

　　死因登録　384 件（入院 291、外来 42、在宅

50、併設老健施設１）

　　診療情報検索・調査・提供　129 件（学会疫

学調査等 40、その他 89）

　　主治医意見書作成支援　3135 件（主治医意見

書 1664 件、訪問看護指示書 1474 件）

　　地域がん登録  　1105 件

　　ＮＣＤ登録   　  711 件

　　ニュース発行  　　  ７回

　　カルテ開示・法に基づく照会　　45 回

　　

４．教育研究活動
①外部研修

・院内がん登録実務初級者研修（前期８／ 20

− 21、後期 10 ／ 29 − 30）１名

・埼玉県地域がん登録実務者講習会（７／ 11）

１名

・院内がん登録実務初級修了者研修（国立がん

センター９／ 18）１名

・クオリティマネジャー養成セミナー（日本医

療機能評価機構８／ 28 − 29、10 ／ 31 −

11 ／１）

・医師事務作業補助コース（日本病院会 12 ／
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26．入院医事課

１．概要　
　入院指示が出てからの入院までの患者様の対応

～入院中の患者様の対応を担っています。

　病院の医療収入の半分以上を入院診療で占める

中、入院で行われる医療行為を正確にかつ漏れな

くお金に換えることは、病院の経営にも大きく関

わってきます。

　私たち入院医事課では、保険請求業務をはじめ、

医師アシスト・看護補助業務といった多岐にわた

る業務を担い、医師・看護師が治療・看護に集中

できる環境をつくり、患者様への質の高い医療の

提供へつなげていきたいと考えています。

２．スタッフ
　常勤：８名　　事務スタッフ：２名

　パート職員：11 名

３．業務内容
病棟事務

　病棟医長・看護長と共に病棟会議を開催し、病

棟運営の指揮を担います。年度予算の作成や診療

内容の分析・提案などを行います。日々の退院会

計や保険請求（レセプト作成）業務も行います。

　医療費や社会保障制度など、患者様への説明相

談にも対応します。

病棟クラーク

　全病棟に配置され、入院患者様の診療データや

書類等のスキャナ・整備を行いながら、電話対応・

窓口患者対応を行っています。

入院係

　予約入院の患者様への案内と入院当日までの準

備、当日受付。即日入院のベッド調整や入院関係

データの収集と分析、発信を行い、ベッドの効率

的な運用を行います。

手術室

　オペ予定表作成や月報の作成など、手術室内で

の事務業務を担っています。

４．教育研究活動
　病棟担当事務が持ち回りで毎月病棟分析データ

の交流会を行い、それを基に病棟会議やチーム会

議でクリニカルパスの見直しや診療内容の見直し

について議論してきました。また、他部門向けに

診療報酬に関する学習会やＤＰＣに関する学習会

を行い、常勤職員全員が講師を務めることができ

ました。

　その他､ 経営の視点を高めるためにセミナーへ

の参加を積極的に取り組んできました。

⑤後方業務

　予約総括表の管理、運用。データ出し。眼科カ

ルテ管理。

■内科チーム
　18 人（常勤５人　非常勤 13 人）

①内科急患外来

　内科急患外来患者受け入れ、救急対応、転送の

対応、医師補助業務。

②専門外来

　糖尿病、呼吸器、循環器、etc.　内科疾患の専

門領域を扱う。

　患者受け入れ、予約管理、検査案内。

　チーム会議の運営。

③内視鏡業務

　内視鏡の予約管理、チーム運営。

■外科チーム
　18 人（常勤９人　スタッフ職員１名　非常勤８

人）

　皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科、外科、小児科、整

形外科、泌尿器科、婦人科

　各診療科の受付業務、予約管理、検査案内。各

診療科会議の運営。

■看護学生担当
　１名（常勤１人）

　新入職員に看護協会の入会案内　奨学生への企

画やインターンシップの受け入れ。

４．教育・研修・研究活動 
・2012 ／６／４− 15　事務総合職インターン

シップ（日本福祉大学）　

・2012 ／７／２−９　事務総合職インターン

シップ（埼玉県立大学）　

・2012／８／27−９／7　事務総合職インター

ンシップ（立命館大学）

５．その他

外来医事課　理念

☆患者様に寄り添い、心のこもった対応を常

に心掛け、患者様に接します。

☆医事業務のプロフェッショナルとして常に

学ぶ精神を持ち勉学に励み、知識の向上に

努めます。

☆患者様の満足度を向上させるとともに職員

のやりがいも持ち、続けられる職場環境を

全職員で作ります。

☆職場内，職場外にかからず医療生協さいた

ま職員としての自覚を持ち、個人情報保護

を遵守し、品位を持った行動をします。

☆基本的な人権を尊重し，社会的不平等の是

正を目指し、社会保障制度の確立の為に医

療制度の改悪に反対します。

☆医療とは対極にある戦争や平和を脅かすも

のに反対し、平和のために行動します。
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　非常勤１名（社会福祉士１名）

３．業務実績（右頁表参照）

４．教育研究活動
●実習受け入れ

　インターンシップ、社会福祉士実習等受け入れ

　15 名（埼玉県立大学、東洋大学、日本社会事業

大学、立正大学等）

●講師活動

　立教大学芝田ゼミ講義にて４単位講師活動

５．その他
　かわぐち困りごと相談会 2013　参加。

27．医療社会事業課

１．概要　
特徴、特色

【理念】　～地域に開かれた相談室～

（１）患者様の不安や心配事を受けとめ、社会

福祉の専門性を活かし、安心して生活でき

るよう支援します。

（２）不十分な社会保障制度をより良くするた

めに、あきらめずに患者様とともに運動し

ます。

【職務】

　患者・家族が抱える以下のような事柄に対

し、個別に相談・援助を行う。また、必要

な社会保障制度の活用につなげ、院内の他

職種や地域の様々な機関と連携・調整を行

い、患者が安心して療養・生活できるよう

な支援を行う。

（１）患者の療養にかかわる問題

（２）経済的な問題

（３）権利擁護問題

（４）介護問題

（５）心理・情緒的問題

（６）医療・介護施設の紹介、活用できる社会

保障制度の説明・相談援助

（７）病気に対する医学的な質問や入院中ある

いは生活上の不安の解消等

（８）病院のシステムや職員の対応等について

のご意見や質問の窓口

２．スタッフ
　常勤 10 名（社会福祉士９名、精神保健福祉士

１名）
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報告）や診療情報提供書の下書きも行い、適切な

タイミングで返書の依頼も行っています。今年は

事務返書の業務効率化を確立し、入力データから

直接他院の住所、病院名等が記載されて打ち出し

ができるようになりました。

②他院からの即日入院や受診窓口（高額機器検

査を含む）

　地域の開業医を中心に緊急入院の依頼窓口と

なっています。入院依頼をスムーズに行う業務手

順として「ベッド調整」→「リーダー医師」への

確認を５分以内で返答するようにしています。紹

介元を待たせない対応を心がけています。

　また各専門外来の受診・予約調整を行っており、

患者・開業医のニーズに応じて適切に対応してい

ます。ＭＲＩ・内視鏡検査などの高額機器の共同

利用の窓口にもなっています。

　入院相談：月平均58件

　受診相談：同135件　　検査：同74件

③訪問活動

・2013 年は火・金を定期訪問日として近隣医療機

関へ返書や検査結果の配送、開業医の先生方への

訪問などを行いました。

・広報紙「ふれあい」の開業医の先生方へのイン

タビューを継続して行いました。

・地域の急性期病院が主催する「地域連携の会議」

には必ず出席し、連携実務者会議（４ヵ月に１回）

も継続して参加しました。

４．教育研究活動
・全日本民医連　救急医療研究会　第１回学術

交流集会（２月）

　発表演題：「救急医療を発揮する地域連携の取

り組み」

28．地域連携課

１．概要　
特徴、特色

・昨年に引き続き、近隣病院の地域連携実務者

の定例会議、川口市の地域包括ケア会議に関

わる病院部会の会議、感染防止対策カンファ

レンスに関わる合同カンファレンス等、お互

いの情報交換や質の向上、市内の地域連携の

推進を目的に、連携を密にした取り組みを

様々に行いました。

・９／ 19 に開催した「第 30 回地域医療懇談会」

では過去最多となる 34 医療機関 59 名の方に

来院していただきました。川口市医師会長を

はじめ、川口市消防本部の救急課長など行政

の皆様の参加もあり、地域の急性期病院とし

ての役割や期待が高まっていることを実感し

ました。講演は小児科科長の荒熊医師より「小

児科のご紹介」と小児科・新井医師より「紹

介患者様の御報告」を行いました。

２．スタッフ
　常勤３名（事務総合職２名、社会福祉士１名）、

非常勤１名（事務）

３．業務内容
　地域連携課の主な業務は、①診療情報提供書及

び返書のデータ入力と郵送、②他院からの即日入

院や受診窓口（高額機器検査を含む）、③訪問活動、

に分かれます。

①診療情報提供書及び返書のデータ入力とアシ

スト業務

　１ヵ月に 400 ～ 450 件前後の診療情報提供書及

び返書を「病院名」「診療科」「目的」「病名または

病状」などのデータとして集積しています。医師

アシスト業務として「事務返書」（１次返書＝来院

29．安全企画室

１．概要　
特徴、特色

　患者と職員の医療安全活動を推進し、患者と職

員を医療事故からまもるため、専従の医療安全管

理者が配置されています。院内外の医療安全対策

に関連する縦横の組織を、中核となって取りまと

める役割を担います。一方で、専任の事務を置き、

管理部の補佐として病院機能を維持するために必

要な文書作成や申請 ･ 手続きを実施し、文書を管

理する役割も担っています。

　これら二面の役割を有しています。

２．スタッフ
　専従医療安全管理者：１名

　常勤事務：１名

　非常勤事務：１名

３．業務内容
■医療安全活動推進

・職員から報告されたインシデント・アクシデ

ントの報告書を集約

・事故発生時の調査及びヒヤリング

・医療安全委員会、部門リスクマネージャー会

議の開催と推進

・安全管理に関する広報 ･ 教育 ･ 研修の立案

・職員の労働衛生を推進するためのデータの集

約とメンタルヘルス

・院外の医療安全活動組織への参加

■病院機能管理補佐

・公機関への各種申請業務

・病院運営上必要な書類の収集と保管 ･ 管理

４．教育研究活動
■医療安全委員会の事務局として、医療安全に

関する教育の管理 ･ 実施をしています〈■頁・

委員会報告参照〉

■スタッフにおける教育状況

医療安全に関する学習

・e - ラーニング「暴言 ･ 暴力の対応について学

ぶ」「ノンテクニカルスキルとは何か？」実

施

感染対策に関する学習

・e - ラーニング「感染対策学習」「協同病院に

おけるインフルエンザ対策」実施

・院内感染対策学習会参加

個人情報に関する学習

・e - ラーニング「個人情報学習」実施

　その他、スタッフの専門的知識を向上させる

ため、外部の学会や研修会への参加

・医療の質 ･ 安全学会学術集会　1 名参加

・県連学術運動交流集会　１名参加

・全日本病院協会主催　医療安全対策講習会　

１名参加

・平成 25 年度厚労省他職種協同によるチーム

医療推進事業──職種横断的質向上チームの

構築と推進人材の育成―「医療のＴＱＭ七つ

道具」研修会　１名参加

・日本医療機能評価機構・認定病院患者安全推

進協議会　平成 25 年度全体フォーラム１名

参加
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32．資材課

１．概要　
特徴、特色

　病院で使用する医療材料 ･ 伝票類（印刷物）･

事務用品などの購入業務を行っています。

２．スタッフ
　常勤３名　　スタッフ職員１名

３．業務内容
・医療材料の『購入 ･ 入出庫 ･ 在庫管理』業務

・印刷物や事務用品、日用品の購入 ･ 入出庫管

理業務

・棚卸し決算集計（請求書）業務

・見積り ･ 価格交渉（通常）業務

・全県医療材料のマスター管理

・医療材料の情報発信

・医療材料の問い合わせ窓口

・医療機器等の修理受付、各業者依頼業務

・ＳＰＤ（院内物流）委託業者との連携業務

４．教育研究活動
　2013 年度は、全日本民医連医療材料担当者会議

に９月と２月に参加して、医療材料をめぐる情勢

の学習と全国の動向を知り、価格交渉に役立てま

した。

　また、医療材料委員会の報告書から医療材料の

説明ミニ学習を行い、正しい理解と正確な業務が

行える力量をつけました。

５．その他
　2013 年度は、医療消耗品を中心に価格の見直し

を実施しました。ベンチマークによる価格低減は、

12 品目で効果額は 69 万 1550 円／年、物品の切

替えでは、21 品目で効果額 255 万 4681 円／年と

31．健康管理課

１．概要　
　健康診断の予約から実施、結果返しの実務を担

当しています。

　健康増進センターの運営を担当し、健康診断に

関する業務について担当しています。

特徴

　特定健診・特定保健指導、企業定期健康診断、

労働安全衛生法に基づいた健診から生活習慣病予

防健診、子宮がん、乳がん検診など大人の健診を

専門としています。健康管理課は事務スタッフで

ですが、医師を中心とした技術スタッフ、保健師

等の看護スタッフについては各部門から増進セン

ターの運営スタッフとして配置され、協力してセ

ンターを運営しています。　

特色

　年間約２万 5000 件の健康診断実施

　健康診断後の２次健診についても担当

２．スタッフ
　常勤事務職員：５名　　非常勤事務職員：16 名

３．業務内容
　2012 年度　事業所健診 　  １万 1606 件

 　　　協会健保生活習慣病　　　3629 件

 　　　川口市国保特定健診　　　2318 件

 　　　川口市国保人間ドック　　2292 件

 　　　人間ドック　　　　　　　  819 件

　その他川口市がん検診等も実施しています。

　　　　

４．教育研究活動
・健診受診者の喫煙率と禁煙活動の取り組み

ます。

　

４．教育研究活動
　組織担当者研修会

　全国・関東甲信越での活動交流集会への参加　

　等

30．組合員活動課

１．概要　
　組合員活動課は、住民の「健康で安心した暮らし」

を実現していくために、医療生協の活動を知らせ、

「参画」してもらい、全職員や他団体の協力のもと、

社会に働きかけ、「地域まるごと健康づくり」を目

指しています。

　県南地域ネットワークの南部地区Ａ・Ｂブロッ

クを主に担当しています。

２．スタッフ
　常勤事務職員：３名　　非常勤事務職員：１名

３．業務内容
○「健康で安心した暮らし」のために

　「昨日よりも今日が、そして明日が、いっそう意

欲的に生きられる（医療生協の健康観）」ように、「８

つの生活習慣と２つの健康指標」の実践や、まち

なみチェックなどで「安心して暮らせる」よう働

きかけます。

○医療生協の活動を知らせ参画してもらうために

　まだ医療生協を知らない方に、加入してもらえ

るよう「仲間ふやし」を行います。

　また、組合員には、「班を基礎にした自主的支部

活動」や「事業活動」を知らせ、利用・参画して

もらいます。　

○全職員や他団体と協力していくために

　全職員が医療生協活動に関われるよう「支部」

と「職場」のパイプを太くし、地域の他団体との

協力・共闘も広げていきます。

○社会に働きかけ「地域まるごと健康づくり」

　を目指すために

　憲法９条・25 条が息づいた「すべての住民が笑

顔で暮らせる地域社会」をつくるために「ひとり

ひとりが主人公」となるよう社会参加をしていき
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34．つくし保育所

１．特徴、特色
　2013 年度は在籍児７名でスタートしました。育

休明けや入職に伴い、年度末には 30 名となりま

した。

　医師、看護師、介護師、技術職、ＭＳＷ、事

務等いろいろな職種の方に利用いただいていま

す。年齢別では０歳クラス４名、１歳クラス 24 名、

２歳クラス２名と１歳クラスが多く、そのなかで

も、月齢別に分けて発達にそった保育を心がけま

した。休日保育は月に３～４回、夜間保育は月に

11 回あり、臨時の方にも多く利用されています。

今年度は職場全体で食育に取り組み、給食の見直

しをしました。

　父母会では食事についてのミニ学習会や試食会

を行いました。また地域の組合員さんを対象にし

た公開保育では交流会を兼ねた給食体験、食事に

ついての悩み相談を行いました（７月～ 11 月　

計４回）。

　2013 年度は 21 名の子どもたちが公立保育所へ

移行となりました。

２．スタッフ
　常勤：３名　　　日勤パート職員：10 名

　調理師：１名　　夜間パート職員：３名

３．業務内容
・日常保育業務（在籍児、臨時、夜間、休日）

・小児科病棟保育　　　

・体験保育（組合員対象）

・小児科 1 ヵ月、乳児健診（赤ちゃん体操、生

活リズム、スキンケア担当）

・小児科１歳半健診（おやつ、絵本の話担当）

・小児科ベビーマッサージ教室（ベビーマッサー

ジ担当）

課と協力し、職員駐車場利用者の確認を定期的に

行っています。

　院内の会議室の予約管理、パソコン・プロジェ

クターなどの備品管理を行っています。共有で使

用できる財産がたくさんあります。数に限りはあ

りますが、いつでもだれでも使用できるよう準備

しています。

　医療生協さいたま共済会の窓口として、慶弔金

や医療費助成、企画参加の申請などを受け付けて

います。

33．総務課

１．概要
　主な業務として、人事労務・経理・総務があり、

職員、組合員さんや患者・利用者さんに向けた対

応を行っています。履歴書、資格・認定証等の保

管を行い、入退職や部門間異動の手続きを行って

います。各種届出書などの書類を受け付け、本部

や他事業所との対応を行っています。出資金に関

する窓口として、加入・増資や減資・脱退の手続

きを行っています。

　院内保育所である「つくし保育所」の入所申請

を受け付けています。さらに保育所運営の相談も

行っています。

２．スタッフ
　常勤職員３人、スタッフ職員１人、非常勤職員

１人

３．業務内容
　人事労務業務として、募集と応募者の受け入れ

があります。ハローワークや民間の人材紹介会社

へ募集内容を提示し、応募者の窓口となります。

広告の一部も担当しています。入職者にとって最

初の窓口となります。入職に関わる書類の作成、

提出などの事務手続きと、ユニフォーム、名札、ロッ

カー、駐車場などの福利厚生面を担当しています。

法人内の異動者の受け入れも同様に総務課が担当

しています。国家資格をはじめ、認証資格の情報

を集積し始めました。誰がどのようなライセンス

を持っているのか、その資格が活用されているか

を確認していきます。さらに、結婚や改姓、産休

や育休などの申請を受け法人本部とのパイプとな

り、必要な書類の受け渡しや手続きを行っています。

　約 520 人が利用している職員駐車場の使用登録

や駐車場所の指定などを行っています。環境管理

なりました。医材の全県統一の取り組みとしては、

10 品目で効果額 2,607,432 円（ベンチマーク重複

あり）の削減効果となりました。
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35．環境管理課

１．概要　
　病院は、衛生的で快適な環境でなくてはなりま

せん。インフラ（電気・水・ガス）も、突然停止

することができないものです。環境管理課ではイ

ンフラ関連の管理を主な業務としています。

　病院設備管理、バスの往診車などの運行管理、

清掃・警備などを委託業者と協力しながら管理を

行っています。

２．スタッフ
　常勤２名とパート２名

　（2014 年３月 16 日より常勤１名追加）

３．業務内容
・病院の建物、空調や電気等の施設管理業務

・日常的な清掃と突発的・不定期の清掃、廃棄

物の管理業務

・防災センターや正面玄関・駐車場の警備・誘

導業務

・駅便・診療所・地域便や往診の運行管理業務

４．教育研究活動
　2013 年度は、病院の公用車を管理管轄している

部門として、省エネ推進事務局の書記として、各々

で企画・立案して実施しました。

①安全運転の講習会を年２回実施しました。

②年２回の環境学習会を開催しました。

・小児科フォロー児体験保育

・小児科離乳食教室保育

・産婦人科経産婦うぶ声教室保育

・子育て教室（学習会の講師「乳幼児の発達」、親

子リズム担当）

・わいわいサークル、地域わいわい等の班会講師

・わいわい健診保育

・小児科壁面製作

４．教育研究活動
・離乳食、幼児食の学習会（小児科 D ｒを講師

に部門で実施）

・全国保育団体合同研究集会　３名参加

・2013 年度　埼玉民医連運動交流集会　１名

発表

・2013 年度　全国民医連運動交流集会　１名

発表

2013 年 12 月からは本部の医学生分野の業務移管

を行い、高校生から医師養成まで一貫した対応を

することになりました。

２．スタッフ
センター長：村上　純子　臨床検査科部長

事務局長　：市川　大輔　教育研修室課長

スタッフ　：小幡　国子

　　　　　　井上千鹿子　特任研究員

　　　　　　荒井　　新

　　　　　　高橋あゆみ

運営委員　：雪田　慎二　初期研修プログラム責

　　　　　　　　　　　　任者（副院長）

　　　　　　関口由希公　後期研修責任者（さい

　　　　　　　　　　　　わい診療所所長）

36．教育研修室
（教育研修センター SKYMET）

１．概要
　 埼 玉 協 同 病 院 教 育 研 修 セ ン タ ー（Saitama 

Kyodo-hospital Medical Education and Training 

Center）、略称ＳＫＹＭＥＴは、埼玉協同病院の教

育と研修を担うセンターとして 2011 年３月 16 日

に活動を開始しました。

　ＳＫＹＭＥＴは、医師の初期研修、後期研修・

専門研修および生涯研修の充実をはかることを目

的に、広く医学生や地域でご活躍の先生方に教育

研修活動を公開し、より連携を深めています。また、

教育研究活動
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　西部文理在宅看護学実習　２名、医学生実習　

３名、看護インターンシップ　１名　

５．その他
　2013 年度より、死亡患者様の家族に向けて、訪

問診療満足度アンケート調査の実施がスタートし

ました。

　2013 年 4 月～ 2014 年１月までに亡くなった患

者様・ご家族 59 人に郵送し、回収は 29 人（49％）

でした。

　回答者のうち、76％は自宅で亡くなった家族で

す。79％の方が在宅での療養に満足を感じていま

す。医師、看護師の説明は 72％の方が分かりや

すいと答えています。79％の方が訪問看護やケア

マネジャーとの連携が取れていると答えています。

介護上「食事作り（45％）」「おむつ交換（38％）」

「清潔ケア（28％）」の順に大変と感じていること

が分かった半面、21％の方が「大変と思わなかっ

た」と答えています。

　当院の訪問診療に対しての満足度は、総じて評

価の高い結果となりました。今後も個別性に合わ

せた在宅支援を実施していきたいと思います。

　胃ろう栄養で在宅管理されている方のアンケー

トは４人の回答数でした。「入院中の説明で退院後

の生活のイメージがついたか」では、「あまり想像

できなかった」が３人でした。「胃ろうで介護して

いて戸惑いあったか」では「かなり想像と違い戸

惑った」が３人でした。「胃ろうを造ってよかった

か」では「本人・家族ともよかった」の答えはな

く、「家族にとってはよかったが、本人にとっては

疑問が残る」が３人で、「本人にとってはよかった

が、家族は大変だった」が２人、「家族・本人とも造っ

てよかったのか後悔が残る」が１人でした。胃ろ

う造設前に本人の生きる質（ＱＯＬ）を見たとき

に造設する意義の話し合いや、自宅での胃ろう介

護のイメージをつけられるような十分な説明を病

棟との連携で強めていかなければならないと感じ

ました。

38．在宅看護科

　

１．概要　特徴、特色
　医療依存度の高い患者様、終末期患者様を中心

とする訪問診療の実施と在宅看取りの支援を行っ

ています。

　また、訪問診療の患者様を支援する地域の医療・

介護・福祉事業所、行政との連携を図っています。

２．スタッフ
　看護師　３名

　部門責任者は退院調整看護師兼任

３．業務内容
・訪問診療同行：月平均 29 単位

・臨時往診同行：82 件／年

・医師代行入力支援・訪問看護特別指示・訪問

点滴指示書：70 件／年

・肺炎球菌ワクチン予防接種：16 件／年

４．教育・研修・研究活動 
●第 19 回県南在宅医療研究会　３名、県南ニュー

トリション経腸栄養セミナー　３名

　看護協会主催研修　２名、市民公開シンポ文科

省新学術領域研究　１名、院内学習会 26 回

●班会参加　８回

●研修受け入れ　協同病院　卒後２年目看護師訪

問診療３名、医療相談員２名

37．看護育成室・感染対策室

１．業務概要
・スタッフ教育・支援

・特定分野における看護実践

・感染管理全般

２．スタッフ
・常勤：看護師３名（皮膚排泄ケア・糖尿病看護・

感染管理認定看護師）　

・非常勤：看護師１名

３．業務内容
・講師活動（法人内外）

　　院外：11 件（看護協会１件含む）

　　院内：28 件

・コンサルテーション対応（法人内外）

・特定分野に関連した外来（糖尿病・フットケア・

ストーマ）・病棟ラウンド（ＩＣＴ・褥瘡）

・特定分野に関連したデータ集約・分析

　　　

４．教育研究活動
学会・研究会演題発表

・日本感染症学会学術講演会／日本化学療法学

会　合同学会（１演題）

・日本病院学会（１演題）

・医療生協さいたま看護学会（２演題）

学会・主な研修参加

・日本糖尿病学会年次学術集会

・糖尿病看護学会

・日本病態栄養学会年次学術集会

・日本褥瘡学会学術集会

・日本環境感染学会

・医療福祉生協連、看護師長研修会

　　　　　　守谷　能和　初期研修責任者（消化

　　　　　　　　　　　　器科医長）

　　　　　　小野寺由美子　教育担当管理（看護

　　　　　　　　　　　　副部長）

　　　　　　本戸　文子　医師担当管理（事務次

　　　　　　　　　　　　長）

　　　　　　我妻真己子　医局事務課課長

３．業務内容
①新たな初期研修プログラムの開発

・初期研修および後期研修プログラム

・シミュレーター等による教育

・医師再教育プログラムの開発（診療所医療、

総合診療、女性医師など）

・多職種の研修プログラムとの連携

②指導医・指導者養成（臨床研修指導医講習会

　を毎年開催）

③カンファレンス、学習会、研究会の支援

・学習会、研究会の開催支援

・近隣での研究会情報の収集と公開

④教育研修の地域連携・交流

・外部講師の招聘による学術講演、カンファレ

ンス指導、ＥＲ指導、研修症例カンファレン

スなど交流の実施

⑤ホームページ、出版物による活動成果の公開

⑥資格取得、認定施設の管理

⑦初期研修、後期研修修了者のフォローアップ

⑧コメディカルを対象とした教育研修（企画

　チームの総称：SKYcoMET）

⑨医学生対応（病院見学、研修説明会の開催、

　合同説明会への参加、奨学生対策）

⑩高校生の医学部合格までの支援（１日医師体

　験の開催、模擬面接の実施、合格お祝い会の

　開催）

４．教育研究活動（前頁参照）
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39．経営企画室

特徴
　経営企画室は、業務を通じて当院の適切な黒字

経営に貢献します。

　また部門の皆様からの様々なご要望にお応えし

て、支援させていただく機会が多々あります。直

接現場にお邪魔して、問題解決や課題の達成に現

場の方々と一緒にお仕事させていただく機会もあ

ります。現場の方々に近い存在の経営企画室であ

りたい、と心がけて日常業務にあたっております。

業務内容
　経営企画室では、経営統計業務・予算作成業務・

広報業務を行っています。

１．経営統計業務
　経営管理に必要な数値を集めて、経営月報の作

成や予算管理、経営分析等を日常業務として行っ

ています。厚生労働省や日本病院会などの公的な

機関からの調査依頼にも、安全企画室と協力して

報告書を作成しています。

２．予算作成業務
　診療報酬改定など時節に対応した事業計画書を

作成し、予算計画を作成します。また毎月の経営

結果を分析し、的確な経営情報を院内に提供します。

３．広報業務
　「広報」は、総務課と協力しながら行っています。

広報誌「ふれあい」の編集会議に参加します。埼

玉協同病院の「年報」編集委員会の事務局、ホー

ムページを委託業者を通じて作成・管理していま

す。当院の医療内容や活動を紹介して、患者利用

増や医師・看護師などの求人に貢献することをめ

ざしています。


